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●「スマイルかぎや」が発足して、３回目と
なる今回は１７名が参加しました。 

●今回は、令和５年度最後の集まりというこ

とで、今年度にみんなで「達成できたこと」

や「加木屋の「まち」、「ひと」に与えた変

化・影響」を共有し、その成果と課題を踏

まえて、令和６年度に向けて「やってみた

いこととその進め方等」を検討しました。 

 

令和５年度はこんなことが「達成できた！こんな変化があった！」（抜粋） 

キーワード 達成できた！ その結果…変わった・影響があった 

こいのぼりフェス 
・こいのぼりフェスを開催できた。 

・特技を活かして準備に貢献。 

・参加者が楽しんでいる様子を肌で感じることが

できた。 

・市外からの来訪者が増加 

（認知度・イメージ UP） 

子供参加チャレンジ 

ポイントカード 

・夏祭りで配布できた。 

・スタンプを押しに来た子どもと 

 おしゃべり（交流）できた。 

・地域行事への子どもの参加が増えた。 

・コミュニティ行事の楽しさ・大切さを知ることがで

きた 

イベント・お祭り 

・コロナで中止していた夏祭り・

運動会、ふれあいまつりを開催

することができた。 

・久しぶりの開催でコロナ前を思い出せた。 

・行動制限がなくなり前進していることを実感。 

・人とのつながりを感じた。 

地域情報を知れた 

出会いが生まれた 
・懇談会に複数回参加した。 

・地域の情報を早く知ることができ、イベントの 

 見学や協賛金を通じて地域貢献を実感。 

・多様な世界観・価値観に出会えた。 

令和６年度の展望、想い、大切にしたいこと（抜粋） 

スマイルかぎや

の進め方 

・若い世代の意見を聞きたい。 

・懇談会を地元のカフェなどの場所で開催したい。 

・子ども食堂等の活動事例を勉強したい。 

広がり、深まる 

新しい関わり 

・人材バンク（得意技集団）を作りたい。 

・コミュニティ事業に参加したことのない人に PR したい。 

・新しく加木屋に住み始めた人も集まれるイベントや場所を 

つくりたい。 

さらに活かそう 

加木屋緑地 

・イベントを定期的に開催したい。 

・ウォーキングイベントを通じて健康になりたい。 

高めよう 

防災意識 

・スマイルかぎやのつながりを活かして、防災意識が 

 高まる行事をやってみたい。 

 

「スマイルかぎや」の懇談会にて１年間の活動をふりかえる 

【第６回懇談会】 

日時：令和６年１月 14日（日） 

   午後７時～９時 

場所：加木屋コミュニティセンター 

連 絡 先：東海市市民協働課    電話：052-603-2211                Email 
0562-33-1111（内線 152、154）   chiiki@city.tokai.lg.jp 

本取組に関するご質問等は下記までお問い合わせ下さい 
「おしゃべりカフェ」が市民館で再開！ 

「エンジョイ星城ベースボール」で、 
星城大学野球部と小中学生が 

野球を通じて楽しく交流！ 


